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高等学校における学習評価の改善・充実に向けて 

 
新しい高等学校学習指導要領が令和４年度から年次進行で実施される。各学校においては，新

学習指導要領の下での学習評価が適切に行われるよう，その改善・充実を図っていくことが緊要

の課題である。本稿では，学習評価の改善・充実についての基本的な方向性について確認すると

ともに，各学校が取り組むべき事柄等について示す。 

 
１ 学習評価とは何か 

高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）総
則において，学習評価の実施に当たっては，次
の事項に配慮することが示されている。 
 
 
 
 
 
 
 

高等学校学習指導要領第１章総則第３款２(1) 

つまり，学習評価とは，各教科等の目標の実
現状況を把握し，指導の改善や学習意欲の向上
を図り，資質・能力の育成に生かす営みのこと
である。ゆえに，学習評価は，生徒を序列化す
るものではないし，成績を付けたり進路選択の
資料としたりするためだけにあるものでもな
い。各教科等の目標に照らして，生徒の学習の
過程と成果を的確に捉え，教師による学習指導
や生徒の学習活動を改善したり充実させたり
していくことで授業の改善を図り，生徒の資
質・能力を育成し，よりよい成長を支えていく
ことが学習評価において大切なことである。 

 ２ 学習評価について指摘されている課題等 

高等学校における学習評価については，ペー
パーテストを中心としていわゆる平常点を加
味した，成績付けのための評価にとどまってい
るとの指摘もある。その他，資料１に示すよう
な課題等が指摘されている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」から

抜粋 

・ 学期末や学年末などの事後での評価に終始
してしまうことが多く，評価の結果が生徒の
具体的な学習改善につながっていない。 

・ 教師によって評価の方針が異なり，学習改
善につなげにくい。 

・ 教師が評価のための「記録」に労力を割か
れて，指導に注力できない。 

－高等学校三年生等から出された意見－ 

・ 学校の授業内でも，テストの際だけでもい
いので，どういう点がよかった，どういう点
をもう少し頑張ってほしい，という一言だけ
でも毎回頂ければ，自分を向上させるための
一つのきっかけになると考えます。 

・ 通知表で数字だけ示されても分からないの
で，中身をもっと提示してほしいと思いま
す。…（観点別評価ではなく）数字での評価
だけでは，そう評価された理由を推測するこ
としかできないということがあります。 

資料１ 学習評価について指摘されている課題等 

生徒のよい点や進歩の状況などを積極的に評
価し，学習したことの意義や価値を実感できる
ようにすること。また，各教科・科目等の目標
の実現に向けた学習状況を把握する観点から，
単元や題材など内容や時間のまとまりを見通し
ながら評価の場面や方法を工夫して，学習の過
程や成果を評価し，指導の改善や学習意欲の向
上を図り，資質・能力の育成に生かすようにす
ること。 

 



３ 学習評価の改善の基本的な方向性と具体

的な改善点について 

そこで，新学習指導要領の下での学習評価が
適切に行われるよう，平成 31 年３月に「小学
校，中学校，高等学校及び特別支援学校等にお
ける児童生徒の学習評価及び指導要録の改善
等について」が通知された。この改善等通知は，
先述した課題に応えるとともに，学校における
働き方改革が喫緊の課題となっていることも
踏まえ，資料２に示す基本的な考え方に立っ
て，学習評価を真に意味のあるものとすること
が重要であると謳っている。 
 

 
 
 
 
 
 
 

以下，改善等通知で示された，主な改善点に
ついて示す。 
(1) 指導要録に観点別学習状況を記載するこ 

ととしたこと 
現行においても，「関心・意欲・態度」，「思

考・判断・表現」，「技能」及び「知識・理解」
といった観点による評価を十分踏まえながら
評定を行うこととされているが，現行の指導要
録の様式例上は，観点別学習状況を記載する欄
は示されていないため，観点別学習状況を指導
要録に記載している学校は少ない。そこで，観
点別学習状況の評価を充実するため，令和４年
度以降に入学する生徒について，指導要録に観
点別学習状況を記載することとした（資料３）。 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

観点別学習状況の評価は，生徒の学習状況
を，複数の観点から，それぞれの観点ごとに分
析的に捉える評価である（資料４）。生徒が各
教科等での学習において，どの観点で望ましい
学習状況が認められ，どの観点に課題が認めら
れるかを明らかにすることにより，具体的な学
習や指導の改善に生かすことを可能とするも
のである。この観点別学習状況の評価をもと
に，生徒の学習状況を総括的に捉えるものが評
定である（資料４）。生徒がどの教科等の学習
に望ましい学習状況が認められ，どの教科等の
学習に課題が認められるのかを明らかにする
ことにより，教育課程全体を見渡した学習状況
の把握と，指導や学習の改善に生かすことを可
能とするものである。 

さて，今回の改善等通知は，観点別学習状況
の評価と，評定の両方について，目標に準拠し
た評価として実施することを明確に示してい
る。すなわち，学習指導要領に示す各教科等の
目標に基づき，学校が地域や生徒の実態に即し
て定めた当該教科等の目標や内容に照らし，そ
の実現状況を評価するものであり，集団内での
相対的な位置付けを評価する集団に準拠した
評価，いわゆる相対評価とは異なる点に注意が
必要である（資料４）。 

(2) 観点別学習状況の評価の観点が３観点
に整理して示されたこと 

新学習指導要領においては，各教科等の目標
や内容が資質・能力の三つの柱で再整理された
ことを踏まえ，観点別学習状況の評価の観点も 

資料４ 学習評価の種類 

 

資料３ 学習評価の改善の基本的な方向性 資料２ 学習評価の改善の基本的な考え方 

「学習評価の在り方ハンドブック」から転載

資料３ 指導要録の主な改善点 

「高等学校生徒指導要録（参考様式）」を基に作成

平成 30 年中教審児童生徒の学習評価に関する資料を基に作成



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主体的

に学習に取り組む態度」の３観点に整理されて

いる（資料５）。生徒の実現状況をこの３観点

ごとに評価し，その結果を指導要録に記載する

ことになる。資料６はその記載要領について示

したものである。なお，「学びに向かう力，人

間性等」については，「主体的に学習に取り組

む態度」として観点別学習状況の評価を通じて

見取ることができる部分と，「感性，思いやり

など」といった，観点別評価や評定にはなじま

ず，個人内評価等を通じて見取る部分があるこ

とに留意する必要がある。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６ 指導要録における観点別学習状況の記載要領 

・ 左から「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に
学習に取り組む態度」の評価を記入する。 

・ 学習指導要領に示す各教科・科目の目標に基づき，学校
が生徒や地域の実態に即して定めた当該教科・科目の目標
や内容に照らして，その実現状況を観点ごとに評価し記入
する。その際， 
「十分満足できる」状況と判断されるものをＡ 
「おおむね満足できる」状況と判断されるものをＢ 
「努力を要する」状況と判断されるものをＣ 
のように区別して評価を記入する。 

 

   

 
学習指導要領に 

示す目標や内容 
知識及び技能 

思考力，判断力，

表現力等 

学びに向かう力，

人間性等 

観点別学習状況 

評価の各観点 

・ 観点ごとに評価し， 

生徒の学習状況を分 

析的に捉えるもの。 
・ 観点ごとにＡＢＣ 

の３段階で評価。 

個人内評価 

・ 観点別学習状況の評価の結果を総括するもの。 

・ ５段階で評価。 

評  定 

・ 観点別学習状況の評価や評定
には示しきれない生徒一人一

人のよい点や可能性，進歩の状

況について評価するもの。 

各教科等における学

習の過程を通した知識

及び技能の習得状況に

ついて評価を行うとと

もに，それらを既有の知

識及び技能と関連付け

たり活用したりする中

で，他の学習や生活の場

面でも活用できる程度

に概念等を理解したり，

技能を習得したりして

いるかを評価する。 

各教科等の知識

及び技能を活用し

て課題を解決する

等のために必要な

思考力，判断力，表

現力等を身に付け

ているかどうかを

評価する。 

知識及び技能を習得したり，

思考力，判断力，表現力等を身

に付けたりするために，自らの

学習状況を把握し，学習の進め

方について試行錯誤するなど

自らの学習を調整しながら，学

ぼうとしているかどうかとい

う意思的な側面を評価する（単

に継続的な行動や積極的な発

言等を行うなど，性格や行動面

の傾向を評価するということ

ではないことに留意）。 

個人内評価の対象とな

るものについては，生徒が

学習したことの意義や価

値を実感できるよう，日々

の教育活動等の中で生徒

に伝えることが重要。特

に，「感性や思いやり」な

ど生徒一人一人のよい点

や可能性，進歩の状況など

を積極的に評価し生徒に

伝えることが重要。 

知識・技能 
思考・判断・ 

表現 

主体的に学習に取

り組む態度 

感性，思いやり 

など 

資料５ 各教科における評価の基本構造 

「学習評価の在り方ハンドブック」等から作成



４ 学校が取り組むべきこと 

今後，各学校においては，観点別学習状況の

評価の充実と，その質を高めていくことが求め

られる。以下に，取り組むべき事柄を示す。 

(1) 各教科等で育成する資質・能力（評価規

準）を設定する。 

授業は，生徒に目標とする資質・能力を育成

していく場である。目標に到達した生徒の姿を

示したものが評価規準であり，評価の際の拠り

所となる。資料７のように３観点ごとに設定し，

「おおむね満足できる」状況（Ｂ）を示す。 

資料７ 評価規準の例（公民科，教科全体の評価規準） 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に

取り組む態度 

選択・判断の手

掛かりとなる概

念や理論，及び倫

理，政治，経済な

どに関わる現代

の諸課題につい

て理解している

とともに，諸資料

から様々な情報

を適切かつ効果

的に調べまとめ

ている。 

現代の諸課題に

ついて，事実を基

に概念などを活用

して多面的・多角

的に考察したり，

解決に向けて公正

に判断したり，合

意形成や社会参画

を視野に入れなが

ら構想したことを

議論したりしてい

る。 

国家及び社会

の形成者とし

て，よりよい社

会の実現を視野

に，現代の諸課

題を主体的に解

決しようとして

いる。 

(2) 指導と評価の計画を作成する。 

(1)を踏まえ，指導内容とともに，いつ（評価

の場面），何を（評価の観点），どのように（評

価の方法）評価を行うのかを示した指導と評価

の計画を作成する。なお，その際，毎時間３観

点全てについて，生徒の学習状況を記録に残す

ことは現実的ではない。「評価のための『記録』

に労力を割かれて，指導に注力できない…。」で

は本末転倒である。日々の授業では，「指導に生

かす評価」に重点を置き，生徒の学習状況を適

宜把握して指導の改善に生かす。そうして，生

徒が学習状況の改善を図る機会をもった上で，

単元や題材ごとに，３観点それぞれの実現状況

を最もよく把握できる段階において「記録に用

いる評価」を行うなど，その場面を精選するこ

とが重要である。 

(3) 総括方法を検討する。 

単元末，学期末，学年末等において，指導と 

評価の計画の下に得た評価に係る記録からど

のように観点ごとの総括的評価を行うか，さら

に，それをどのように評定として総括するかに

ついて，各学校で総括の考え方や方法等を検討

し，共通理解を図っておかなければならない。 

以上，取り組むべき事柄を３点示したが，評

価規準や評価方法について，事前に教師同士で

検討して明確化したり，評価に関する実践事例

を蓄積して共有したりするなど，学校として組

織的かつ計画的に取り組むことが求められる。

また，評価規準や評価の方針等について生徒及

び保護者に十分説明し，共有しておくことも重

要である。そうすることで，評価の妥当性・信

頼性を高めるとともに，生徒に各教科等におい

て身に付けるべき資質・能力の具体的なイメー

ジをもたせるなど生徒自身に学習の見通しを

もたせることにもつながるからである。 

５ 最後に 

未来の創り手となる生徒たちに，資質・能力

の三つの柱をバランスよく育成することが求

められる。そのためには，生徒に必要な資質・

能力を育成するために授業をどのように工夫

するかという授業改善を進めると同時に，学習

評価においては，観点ごとの評価をバランスよ

く実施し，その後の学習指導の改善に結び付け

ることが重要である。いわゆる「指導と評価の

一体化」の実現が求められる。今後，学習評価

の改善と充実を図っていくことで，「指導と評

価の一体化」を実現し，生徒たちに未来の創り

手となるために必要な資質・能力が育まれるこ

とを期待したい。 
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